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共　生 
や さ し さ を 育 て る 
ま ち づ く り 

文　化 
豊 か な 心 を 育 む 
ま ち づ く り 

交　流 
元 気 を 生 み 出 す 
ま ち づ く り 

市 民 と 行 政 の パ ー ト ナ ー シ ッ プ の 確立確立 市 民 と 行 政 の パ ー ト ナ ー シ ッ プ の 確立 

市
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り

まちづくりの基本理念として、「共生」「交流」
「文化」の３つの柱を掲げています。

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念
の
「
共
生
」

「
交
流
」「
文
化
」
と
と
も
に
、
そ
の
土
台
と

し
て
、「
市
民
と
行
政
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

の
確
立
」
を
共
通
理
念
と
し
て
掲
げ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
参
画
に
よ

り
、
多
様
化
し
て
い
る
市
民
ニ
ー
ズ
に
対
応

し
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
活
動
の
主
体
性
を
尊
重
し
、
市
民
と
行

政
が
力
を
合
わ
せ
て
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

を
行
っ
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

市
民
と
行
政
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果
し

な
が
ら
、
特
色
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

市民主役のふれあいの
まちづくり 活力と躍動のある産業

のまちづくり 安全で安心な住み良い
まちづくり

「
伝
統
・
文
化
や
豊
か
な
自
然
環
境
・
歴
史
的
景
観
、

地
域
特
有
の
産
業
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
生
か
し
、

そ
し
て
、
そ
れ
ら
が
連
携
・
調
和
す
る
こ
と
で
生
み

出
さ
れ
る
住
み
や
す
さ
と
新
た
な
吉
備
文
化
の
創
造

に
よ
り
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
幸
せ
に
暮
ら
せ
る

『
桃
源
郷
』
の
実
現
を
目
指
し
た
ま
ち
づ
く
り
」。

こ
れ
は
、
将
来
都
市
像
「
地
域
・
文
化
・
自
然
が

支
え
る
心
豊
か
な
生
活
交
流
都
市
」
に
込
め
ら
れ
て

い
る
ま
ち
づ
く
り
の
目
標
で
す
。
第
１
次
総
社
市
総

合
計
画
は
、
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
や
市
民
ア
ン
ケ
ー

ト
、
総
合
計
画
審
議
会
で
の
審
議
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
を
経
て
、
昨
年
９
月
の
定
例
市
議
会
で
議
決

さ
れ
ま
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念
は
、「
共
生
〜
や
さ
し
さ

を
育
て
る
ま
ち
づ
く
り
〜
」「
交
流
〜
元
気
を
生
み
出

す
ま
ち
づ
く
り
〜
」「
文
化
〜
豊
か
な
心
を
育
む
ま
ち

づ
く
り
〜
」
の
３
つ
で
す
。
今
後
こ
の
理
念
に
基
づ

い
て
、
施
策
や
事
業
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。
そ
し
て
、
こ
の
理
念
の
根
底
に
は
、「
市
民
と
行

政
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
確
立
」
が
共
通
理
念
と

し
て
流
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
将
来
都
市
像
の
実
現
の
た
め
、
６
つ
の
基

本
施
策
を
定
め
て
い
ま
す
。

①
人
に
や
さ
し
い
健
康
と
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

②
豊
か
な
地
域
と
文
化
を
担
う
人
材
育
成
の
ま
ち
づ
く
り

③
水
と
み
ど
り
あ
ふ
れ
る
快
適
の
ま
ち
づ
く
り

④
安
全
で
安
心
な
住
み
良
い
ま
ち
づ
く
り

⑤
活
力
と
躍
動
の
あ
る
産
業
の
ま
ち
づ
く
り

⑥
市
民
主
役
の
ふ
れ
あ
い
の
ま
ち
づ
く
り

さ
ら
に
、
市
内
を
東
部
・
西
部
・
南
部
・
北
部
の

４
地
域
に
分
け
、
各
地
域
ご
と
の
ま
ち
づ
く
り
の
基

本
方
向
も
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

羅 
針 
盤 

今
 後
 　
 年
 間
 の
 

１０ 

羅 
針 
盤 

将来都市像の実現のために取り組む施策の項目を紹介します

★６つの基本施策

こ
の
計
画
は
今
後
１０
年
間
の
ま
ち
づ
く
り
の
羅
針
盤
と
な
る
も
の
で
、

「
地
域
・
文
化
・
自
然
が
支
え
る
心
豊
か
な
生
活
交
流
都
市
」
の
実
現

の
た
め
の
基
本
理
念
や
基
本
施
策
な
ど
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

水とみどりあふれる快適
のまちづくり 豊かな地域と文化を担う

人材育成のまちづくり 人にやさしい健康と福祉
のまちづくり

特集●第１次総社市総合計画

１２３４５６

市
民
の
ま
ち
づ
く
り
意
識
の
高
揚
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
の
活
性
化
、
男
女

共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
取
り
組
み
ま
す
。

★
市
民
の
ま
ち
づ
く
り
意
識

★
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

★
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

★
男
女
共
同
参
画
社
会

★
ふ
れ
あ
い
交
流

★
岡
山
県
立
大
学
と
の
交
流

優
良
企
業
や
研
究
所
の
誘
致
を
は
じ
め
、
滞

在
型
の
観
光
の
推
進
、
農
業
の
担
い
手
の
確
保

や
後
継
者
の
育
成
に
取
り
組
み
ま
す
。

★
農
林
業

★
商
業

★
工
業

★
観
光

★
勤
労
者
福
祉
・
雇
用
対
策

★
消
費
者
対
策

情
報
基
盤
の
整
備
や
地
域
防
災
シ
ス
テ
ム

の
確
立
、
地
域
の
安
全
性
を
高
め
る
こ
と
に

取
り
組
み
ま
す
。

★
土
地
利
用
・
市
街
地
整
備

★
道
路
・
交
通
網

★
情
報
通
信

★
治
山
・
治
水
・
砂
防

★
消
防
・
防
災
な
ど

★
防
犯
・
交
通
安
全

★
辺
地
対
策

公
園
や
緑
地
の
整
備
や
公
共
下
水
道
の
整

備
な
ど
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
資
源
循
環
型

社
会
の
構
築
を
目
指
し
ま
す
。

★
自
然
環
境
・
歴
史
的
景
観

★
住
宅

★
上
水
道
・
水
資
源

★
下
水
道

★
公
園
・
緑
地

★
資
源
循
環
型
社
会

★
環
境
保
全

生
涯
学
習
や
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
環
境
づ
く

り
や
、
児
童
・
生
徒
の
安
全
確
保
、
芸
術
・
文

化
活
動
の
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

★
生
涯
学
習

★
学
校
教
育
・
幼
児
教
育

★
青
少
年
の
健
全
育
成

★
ス
ポ
ー
ツ・レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

★
芸
術
・
文
化

★
文
化
財

★
人
権
意
識

き
め
細
や
か
な
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
や
、

福
祉
施
策
の
推
進
、
子
育
て
支
援
の
充
実
と

と
も
に
児
童
の
健
全
育
成
の
環
境
づ
く
り
を

進
め
ま
す
。

★
保
健
・
医
療

★
地
域
福
祉

★
高
齢
者
福
祉

★
障
が
い
者
福
祉

★
子
育
て
支
援

★
社
会
保
障

●　基本理念　●

問い合わせ　企画課企画調整係（1(2８２１３）




